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Ⅰ 法人の概要 

１．建学の精神 

   学校法人木村学園は、「一つの枠にとらわれない広い視野を持った人材を育成する」ことを

建学の精神とし、急速に進展する少子高齢化社会、また医療の高度化・専門化を背景にチー

ム医療の推進が重要であることを踏まえ、医療・福祉・保健の区分を超えた総合的視野を持

つ人材を育成している。 

また、学校名の“トリニティ”は本学園で学ぶ医療・福祉・保健の三位一体を象徴してい

る。 

 

２．学校法人の沿革 

年   月 沿     革 

1997（平成 9）年 3 月 ・広島県知事より学校法人木村学園認可 

・広島県知事より専門学校国際医療福祉総合学院認可 

・厚生大臣より臨床工学技士養成所指定 

 （専門学校国際医療福祉総合学院） 

・厚生大臣より介護福祉士養成施設指定 

（専門学校国際医療福祉総合学院） 

1997（平成 9）年 4 月 ・専門学校国際医療福祉総合学院開校 

1997（平成 9）年 12 月 ・島根県知事より 

  専門学校国際医療福祉総合学院出雲校認可 

1998（平成 10）年 3 月 ・厚生大臣より介護福祉士養成施設指定 

（専門学校国際医療福祉総合学院出雲校） 

1998（平成 10）年 4 月 ・専門学校国際医療福祉総合学院出雲校開校 

2001（平成 13）年 8 月 ・広島校 日本歯科医師会より「歯科助手」資格認定承認 

2001（平成 13）年 11 月 ・広島校 日本病院会より 

「診療情報管理士通信教育専門課程編入指定校」承認 

2002（平成 14）年 4 月 ・広島校 保育社会福祉学科開設 

2008（平成 20）年 4 月 ・校名変更 

トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校 

トリニティカレッジ出雲医療福祉専門学校 

2009（平成 21）年 4 月 ・広島校 診療情報管理士専攻科開設 

2014（平成 26）年 4 月 ・広島校 職業実践専門課程認定 

（介護福祉学科、保育社会福祉学科、 

臨床工学科、医療秘書福祉学科） 

・出雲校 職業実践専門課程認定（介護福祉学科） 



-2- 

 

2015（平成 27）年 10 月 ・広島校 別科（介護福祉士実務者研修科：通信教育）開設 

2016（平成 28）年 3 月 ・出雲校 厚生労働大臣より「指定保育士養成施設」指定 

2016（平成 28）年 4 月 ・出雲校 こども保育学科開設 

2019（平成 31）年 2 月 ・出雲校 法務大臣より日本語教育機関として法務省告示 

2019（平成 31）年 4 月 ・出雲校 日本語学科開設 

・出雲校 収容定員の変更（介護福祉学科） 

2020（令和 2）年 2 月 ・広島校 法務大臣より日本語教育機関として法務省告示 

2020（令和 2）年 4 月 ・広島校 日本語学科開設 

・広島校 収容定員の変更 

（介護福祉学科、医療秘書福祉学科、 

保育社会福祉学科、臨床工学科） 

2022（令和 4）年 4 月 ・広島校 保育社会福祉学科をこども保育学科に名称変更 

・出雲校 職業実践専門課程認定（こども保育学科） 

2024（令和 6）年 4 月 ・出雲校 日本語学科（文化・教養専門課程）を設置 

2025（令和 7）年 3 月 ・出雲校 日本語学科（一般課程）を廃止 

 

３．設置する学校・学部・学科等 

 （１）トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校（以下 広島校） 

   （教育・社会福祉専門課程） 

・介護福祉学科 

・こども保育学科 

   （医療専門課程） 

     ・臨床工学科 

   （文化・教養専門課程） 

     ・日本語学科（進学 2年コース、進学 1年 6ヶ月コース、介護進学コース） 

 

 （２）トリニティカレッジ出雲医療福祉専門学校（以下 出雲校） 

   （教育・社会福祉専門課程） 

・介護福祉学科 

・こども保育学科 

   （文化・教養専門課程） 

     ・日本語学科（日本語進学 2年コース、日本語進学 1.5年コース、介護進学コース） 
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４．学校、学科の入学定員、学生数の状況 

  2024（令和 6）年 5 月 1日現在の学生数は下表のとおりである。 

 

 （１）広島校                              （単位：人） 

学 科 名 
入学 

定員 

収容 

定員 
1年 2年 3年 合計 摘 要 

介護福祉学科 60 120 43 47 － 90 
1年:留学生 14名 

2年:留学生 18名、 

委託 5名含む 

こども保育学科 30 90 17 11 10 38  

臨床工学科 30 90 11  5 15 31  

日本語学科 45 80 23 12 － 35 
加えて 2024年 10 月

に 31名が入学 

合 計 165 380 94 75 25 194  

※委託：広島県委託訓練業務（長期高度人材育成コース）により受け入れた広島県立 

広島高等技術専門校の訓練生 

 

 （２）出雲校                              （単位：人） 

学 科 名 
入学 

定員 
収容 

定員 
1年 2年 合計 摘 要 

介護福祉学科 40 80 18 33 51 
1年:留学生 4名、委託 2名含む 

2年:留学生 4名、委託 5名含む 

こども保育学科 50 100 18 20 38 
1年:委託 4名含む 

2年:委託 3名含む 

日本語学科 35 60 16 21 37 
加えて 2024 年 10 月に 16 名が入

学 

合 計 125 240 52 74 126  

※委託：島根県委託訓練業務（長期高度人材育成コース）により受け入れた島根県立 

東部高等技術校の訓練生 
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５．役員の概要 

（2024年（令和 6）年 5月 1日現在） 

定員数 理事 6～8名、監事 2名～3名 

No. 役職名 氏 名 常勤・非常勤の別 区 分 摘  要 

1 理事長 木村  創 常 勤 第 2号  

2 理 事 塚広  基 常 勤 第 1号 広島校 学校長 

3 理 事 大野  徹 非常勤 第 2号  

4 理 事 西川 正洋 非常勤 第 3号  

5 理 事 白井 孝司 非常勤 第 3号  

6 理 事 宅野  伸 常 勤 第 2号 木村学園企画室長 

1 監 事 柏瀬 美南 非常勤   

2 監 事 藤本 寛之 非常勤   

 

６．評議員の概要 

評議員の定員数は 13名以上 17名以内であり、現員数は 14名である。 

 

７．教職員の概要 

（2024年（令和 6）年 5月 1日現在）           

（単位：人）           

 広島校 出雲校 

本務 兼務 本務 兼務 

校長  1 －  1  

教員 17 34  9 26 

職員  8 －  3  

計 26 34 13 26 

※平均年齢（本務のみ） 広島校 教員 45.1歳  職員 46.8歳 

            出雲校 教員 39.3歳  職員 40.3歳 
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Ⅱ 事業の概要 

１．法人（理事会・企画室など法人事項に係る管理運営） 

（１）中期計画（経営改善計画）の作成 

   中期計画として 5カ年（2024～2028年度）の経営改善計画を作成し、2025年 3月

の理事会・評議員会にて承認された。以下、中期計画の骨子である。 

  「国内の学生募集が苦戦する中、日本語学科収容定員の増員と広島校介護福祉学科のク

ラス数適正化に伴う収容定員の削減等を実施することによって財務基盤を改善させると

ともに、広報課が中心となって日本人学生の安定的な獲得を実現することにより、留学

生に依存しすぎない体制を整え、2026年度以降は経常収支差額をプラスにする。」 

 

（２）寄附行為の変更 

  2025年 4月 1日施行の私立学校法改正に備えるため、本学園の寄附行為を変更し

2024年 5月の理事会・評議員会にて承認された。その後、2024年 7月 17日に広島県

に申請し、同年 10月 10日に認可された。 

 

２．学生募集 

   2025（令和 7）年 4月入学者は、広島校 101名（昨年比 15名増）、出雲校 78名（昨年比

26名増）、学園全体で 179名（昨年比 41名増）であった（次ページ【2025年度 入学者

数】参照）。 

   入学者数は昨年度より増加しているが、一般生（主に高校生）に関しては広島校 41名

（昨年比 14名減）、出雲校 40名（昨年比 14名増）、学園全体 81名（昨年と同数）となり

広島校で苦戦する結果となった。2026年度入学生の募集は、企画室主導のもと目標値を設

定し広報課が具体的な計画を立て実行する。また今年度出雲校での Instagram利用の成功

体験や広島校での様々な SNSを利用した広報活動の試行錯誤から、少しずつ SNS運用によ

る成果が得られつつあるためこれを継続発展させていく。 

留学生に関しては、介護留学生 40名（昨年比 22名増）、日本語学科 49名（昨年比 16名

増）で、留学生の入学者数に対する割合は 49.7%（昨年度 37.0%）であった。増加要因は、

2024年 11月、広島校が出入国管理庁より日本語教育機関の適正校クラスⅠに選定され、交

付率が 97%（昨年同期 48%）と大幅に改善したことである。出雲校も、適正校クラスⅡで

あるが、交付率 71%（前年同期 36%）で目標値に近い結果を得ることができた。また出雲

校に関しては、このまま在籍管理を適正に行えば 2025年 11月に適正校クラスⅠに選定さ

れる見込みのため、2026年度以降の入学者に関しては安定して目標値を達成できる見込み

である。 
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【2025年度 入学者数】                         （単位：人） 

校名 学科名 入学者数 校名 学科名 入学者数 

広 

島 

校 

介護福祉（一般生） 

（留学生） 

（委託生） 

 23 

 25 

  5 
出 

雲 

校 

介護福祉（一般生） 

（留学生） 

（委託生） 

19 

15 

 0 

こども保育  10 
こども保育（一般生） 

（委託生） 

21 

 4 

臨床工学   8 日本語 19 

日本語  30   

小  計 101 小  計 78 

 学園合計 179    

 

３．教育活動の概要 

  本学園では、教育の質向上のため、学校評価と PDCAサイクルを活用している。 

  2024年度も広島校、出雲校で定めた教育目標・重点目標を達成するために計画を立て、

その計画に沿って教育活動を行い、自己評価・学校関係者評価を経て、必要に応じて見直

し・改善を行った。 

また、介護福祉学科、こども保育学科、臨床工学科は文部科学省より職業実践専門課程に

認定されており、2024年度は以下の日程で委員会を実施した。 

校 名 学校関係者評価委員会 教育課程編成委員会 

広 島 校 
①2024年 11月 19日 

②2025年 3月 10日 

①2024年 11月 27日、29日 

②2025年 3月 4日、6日、12日 

出 雲 校 
①2024年 11月 28日 

②2025年 3月 27日 

①2024年 11月 14日 

②2025年 3月 28日 

 

（１）就職状況（2025（令和 7）年 5月 1日現在） 

  ①広島校 

学 科 名 卒業者数 
就職希望 

（進学希望） 
就職者数 

（進学者数） 
就職率 

（進学率） 

介護福祉学科  46 46 46 100% 

こども保育学科   9  9  9 100% 

臨床工学科   9  8  8 100% 

日本語学科  38 
 0 

（38） 

 0 

（38） 

－ 
（100%） 

計 102 
63 

（38） 

63 

（38） 

100% 

（100%） 

※（   ）内の数字は進学状況 
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  ②出雲校 

学 科 名 卒業者数 
就職希望 

（進学希望） 
就職者数 

（進学者数） 
就職率 

（進学率） 

介護福祉学科 32 
31 

（1） 

31 

（1） 

100% 

（100%） 

こども保育学科 19 
18 

（1） 

18 

（0） 

100% 

（0%） 

日本語学科 34 
0 

（34） 

0 

（34） 

－ 
（100%） 

計 85 
49 

（36） 

49 

（35） 

100% 

（97.3%） 

※（   ）内の数字は進学状況 

 

（２）卒業生の資格取得状況 

   ①広島校 

    ○介護福祉学科（46名） 

     ・介護福祉士国家資格受験者数 46 名、合格者数 38 名（82.6%）（全国平均：78.3%） 

      （内 留学生：受験者数 18名、合格者数 13名（72.2%）） 

    ○こども保育学科（9名） 

     ・保育士及び幼稚園教諭 2種 9名 

     ・短期大学士の称号を得た者 9名 

    ○臨床工学科（9名） 

     ・臨床工学技士国家試験受験者数 9名、合格者数 8名（88.9%）（全国平均：78.9%） 

    ○日本語学科（38名） 

     ・日本語能力検定試験N2受験者数 20名、合格者数 5名（25.0%） 

 

   ②出雲校 

    ○介護福祉学科（32名） 

     ・介護福祉士国家資格受験者数 32 名、合格者数 29 名（90.6%）（全国平均：78.3%） 

      （内 留学生：受験者数 4名、合格者数 3名（75.0%）） 

    ○こども保育学科（19名） 

     ・保育士     19名 

・幼稚園教諭 2種 17名 

     ・社会福祉主事  17名 

○日本語学科（34名） 

     ・日本語能力検定試験N2受験者数 15名、合格者数 3名（20.0%） 

 

   ※介護福祉士国家試験は、経過措置（2026（令和 8）年度卒業者まで）として不合格の場

合でも、卒後 5年間は介護福祉士となることができる。この間に国家試験に合格する
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か、卒後 5年間続けて介護等の業務に従事することで介護福祉士の登録が継続できる。 

 

（３）退学率 

   ①広島校 

     3学科（介護、保育、臨床）は、学生数 159名、退学者数 6名、退学率 3.8%（昨年度

8.1%）であった。退学理由としては、「体調不良による欠席過多 3名」、「修学意欲低下に

よる進路変更 2名」、「学力不振による退学 1名」である。 

今年度からスクールカウンセラーによる相談を月 2 回実施した。利用は延べ学生 12

回、保証人（保護者）1回であった。多様化する学生に対して、今までのようなクラス担

任中心の対応だけでなく、スクールカウンセラーを含めた学校全体での支援により退学

率を減少することができた。 

日本語学科は、学生数 66名、退学者数 1名、退学率 1.5%（昨年度 2.2%）であった。

退学理由としては、「所在不明 1名」である。留学生については、突然アパートを出て

連絡が取れなくなることがあるため、面談を通して来日の目的や今後の予定をしっかり

と確認しモチベーションを高めるとともに、エージェント側とも密に連携する。 

 

   ②出雲校 

     2学科（介護、保育）は、学生 89名中、退学者 1名、退学率 1.1%（昨年度 0%）で

あった。退学理由としては、「修学意欲低下による進路変更 1名」である。 

クラス担任を中心に、課題のある学生に対して面談を行い、保証人（保護者）との連

携を密に行うことで、学生それぞれの課題を解決することができた。 

また、入学および進級時に配慮を要す学生からの申し出があったが、学校長を交えて

学科長を中心に対応を検討・実施することで、学生に対して教職員が統一した対応を行

うことができた。 

     日本語学科は、学生 56名中、退学者 2名、退学率 3.5%（昨年度 2.2%）であった。退

学理由は「規則違反（資格外活動規則時間オーバー） 1名」、「所在不明 1名」である。

資格外活動規則時間オーバーについては何度も指導を行ったが、改善が見られなかった

ためやむを得ず退学処分とした。所在不明については、広島校同様、面談を通して来日

の目的や今後の予定をしっかりと確認しモチベーションを高めるとともに、エージェン

ト側とも密に連携する。 
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 （４）学校行事等 

   ①広島校 

行事名 日 程 場 所 

入学式 2024年 4月 8日 JMSアステールプラザ 

球技大会 2024年 5月 10日 広島県立体育館（大ホール） 

学園祭 2024年 11月 2日 学校内 

卒業式 2025年 3月 18日 広島国際会議場 

卒業パーティ 2025年 3月 18日 オリエンタルホテル広島 

 

②出雲校 

行事名 日 程 場 所 

入学式 2024年 4月 9日 ビッグハート出雲 

交流会 2024年 5月 24日 出雲ドーム 

球技大会 2024年 8月 30日 台風のため中止 

トリニティ祭 2024年 10月 26日 学校内 

卒業式 2025年 3月 17日 ビッグハート出雲 

 

 

Ⅲ 財務の概要 

2024年度の基本金組入れ前収支差額は予算マイナス 39,200千円に対し、マイナス 40,717千

円の収支結果となった。 

前年 2023年度と比較して、在籍学生数が 422人から 320人と 100人を超える減少となり、

大幅な収入減が見込まれる中、県からの受託事業収入や留学生からの家賃収入等の付随事業収入

において約 1000万円の増収となった。一方、支出面においては、教職員による徹底した経費削

減に向けた不断の努力にも拘らず、円安や原油価格の上昇による想定外の諸物価の高騰により

13,600千円支出増となり結果赤字幅を下方修正せざるを得ない状況となった。 

以 上  

 


